
Ⅰ．緒　言

　茨城県におけるネギの栽培面積はおよそ 1,920ha，

販売金額は 123 億円 ( 茨城県，2011) で，本県は全国

でも有数のネギの産地である。茨城県産ネギの市場優

位性を確保していくためには，周年的な生産の安定化

を図っていく必要がある。ネギ栽培において，露地

栽培の端境期となる厳冬期から初夏にかけての生産は，

生葉数の不足や抽苔発生から作柄が不安定になりやす

く，保温可能なパイプハウスを利用した栽培技術の確

立が必要となっている。

　パイプハウスを利用してネギ栽培を行う場合，慣行

である露地のトンネル栽培と比較して換気に要する管

理作業が軽減され，温度管理が容易になることが期待

される。一方で，天水による水分供給が得られない

ため，潅水による水分管理が必要となるが，ネギ栽培

における水分管理については報告が少なく，不明な点

が多い。また，ハウス栽培は土壌に塩類が集積し易い

ことが知られており，比較的施肥量の多いネギ栽培に

おいてはより効率的な肥培管理が必要となる。加えて，

潅水が土壌養分の動態や施肥窒素の吸収・利用に及ぼ

す影響を考慮する必要がある。そこで著者らは，ネギの

初夏どりハウス栽培における水分管理について検討す

るとともに，減肥に有効である局所施肥を導入した施肥

方法および生育への影響が大きいと考えられる窒素施

用量について検討し，若干の知見を得たので報告する。
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　To plan a stable annual production of leeks in Ibaraki, we examined the soil water condition and 

an effective nitrogen fertilization method for the house cultivation of leeks in early summer. On the 

basis of the results of pot examination and past knowledge, the target of soil water management for 

leek cultivation was assumed to be pF2.0 to 2.4. With these processing and the deep placements of 

fertilizer method, the yield was more than that obtained after an outdoor culture of leeks, even though 

we reduced the amount of nitrogenous fertilizer used by 50%. In addition, the absorption percentage of 

the nitrogenous fertilizer improved to a great extent because of the processes used. The effects of the 

amount of nitrogenous fertilizer used on yield and quality were not confirmed, absorption percentage 

of nitrogenous fertilizer improved so that there was little the rate of nitrogenous fertilizer. The use of 

irrigation and the deep placements of fertilizer method (nitrogenous fertilizer, 14 kg 10a-1) were most 

effective in the management of soil water and plant nutrients in the house cultivation of leeks in early 

summer.
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Ⅱ．材料および方法

１．ネギの初夏どり栽培における潅水開始点の検討

　　（試験１　ポット試験）

　試験は園芸研究所内のガラスハウスで実施した。地

表面から深さ 10cm の位置に pF メーター (DK-8333，

大起理化工業 ) を設置し，試験区は土壌 pF 値を指標

として pF1.8，2.4，3.2，4.0 および無潅水の 5 区を

設けた。約 1 週間毎に土壌 pF 値を測定し不足分を

適宜潅水した。施肥量は各区とも N- P2O5- K2O：

35-37.5-35 kg・10a-1 相 当 量 と し た。 緩 効 性 肥 料

｛N- P2O5- K2O：18-13-11(%)， 窒 素 成 分 の 組 成 は

SNKL140(50%)，CDU (30%)，リン酸

アンモニウム (20%)｝を用いて不足分を重焼リン，硫

酸カリで補い，全量基肥施肥した。供試品種として

‘ 春扇 ’ を用いた。培養土 (N500mg・L ― 1) を 200

穴セルトレイに充填し，2009 年 10 月 7 日に 1 セル 2

粒ずつ播種した。同年 12 月 28 日に 1 セル 2 本立ち

で育苗した苗をポットあたり 1 株ずつ 1・5000a ― 1 ワ

グネルポットに定植した。各区 3 反復で潅水処理を行

い，収穫は翌年 5 月 17 日に行った。

　供試土壌は腐植質黒ボク土で，施肥前土壌の化学性

は表１のとおりである。生育量および窒素吸収量は各

区３株について調査した。

２．ネギの初夏どりハウス栽培における土壌水分，施

　肥法および施肥窒素量の検討 ( 試験２　ほ場試験 ) 

　試験は園芸研究所内のパイプハウスで実施した。試

験区は，潅水の有無，施肥法および施肥窒素量の 3

処理を組み合わせた 16 区を設けた（表２）。潅水

は潅水区と無潅水区の 2 水準で，潅水チューブでハ

ウスの両サイド ( 高さ 70cm) から頭上潅水した ( 図

１)。地表面から深さ 10cm の位置に pF メーター

(DK-8333，大起理化工業 ) を設置し，試験１の結果

を基に定植後一定期間土壌 pF 値を 2.0 ～ 2.4 の間で

管理した後，潅水区ではその処理を継続し，無潅水

区では潅水は行わなかった。施肥法は慣行施肥区と局

所施肥区の２水準で，慣行施肥区では硫安，重焼リ

ン，硫酸カリを用い，窒素とカリは施肥量の半量を基

肥に施用し，残りの半量を３回に分けて追肥した。リ

ン酸は全量基肥で施用した。基肥は全面全層施肥と

し，追肥は畝ごとに行った。局所施肥区では緩効性肥

料｛N- P2O5- K2O：18-13-11(%)，窒素成分の組成は

SNKL140(50%)，CDU-N(30%)，リン酸アンモニウ

ム (20%)｝を用いて全量基肥として施用し，リン酸と

カリの不足分を茨城県 (2007) の標準施肥量（P2O5：

28kg・10a-1，K2O：30kg・10a-1）に合わせるため，

それぞれ重焼リン，硫酸カリで補った。基肥は植え

溝もしくはその近傍に施用する溝施肥とした。施肥窒

図 1　潅水の様子 （左：潅水区，右：無潅水区）
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素量は標準施肥量である 28kg・10a ― 1 と，その 20%

減となる 22.4kg・10a― 1，50% 減となる 14kg・10a ― 1，

および無窒素の４水準とした。栽培前後の土壌の化学

性は，作土層 (0-20cm) の土壌を施肥前および収穫後

にサンプリングし調査した。

　 供 試 品 種 と し て ‘ 春 扇 ’ を 用 い た。 培 養 土

(N500mg・L ― 1) を 200 穴セルトレイに充填し，2009

年 10 月 7 日に 1 セル 2 粒ずつ播種した。同年 12 月

9 日に定植し，収穫は翌年 4 月 28 日に行った。栽植

間隔は畝幅 90cm，株間 3cm（植え穴間隔 6cm）とした。

試験土壌は腐植質普通黒ボク土で，施肥前土壌の化学

性は表３のとおりである。収量，外観品質および窒素

吸収量について，各区２反復で調査した。さらに，各

区の窒素吸収量から，以下の式により施肥窒素吸収量

と施肥窒素利用率を求めた。

　施肥窒素吸収量＝処理区の窒素吸収量－無窒素区の

窒素吸収量

　施肥窒素利用率（％）＝（処理区の施肥窒素吸収量／

処理区への投入窒素量）× 100

Ⅲ．結　果

１．ネギの初夏どり栽培における潅水開始点の検討

　（試験１　ポット試験）

　土壌 pF 値が低いほど生育量および窒素吸収量は増

加し，施肥窒素利用率も向上した。pF1.8 区では１本

重が 163.7g と著しく大きくなった。一方 pF3.2 区で

は 41.2g と 1 本重は小さく，pF4.0 区ではさらに生育

が劣って無潅水区と有意な差は認められなかった。同

様に，窒素吸収量は栽培期間中の土壌が湿潤であるほ

ど多かった。このような窒素吸収量の増加に伴い，施

肥窒素利用率は土壌が湿潤であるほど高まった ( 表４) 。

２．ネギの初夏どりハウス栽培における土壌水分，施

　肥法および施肥窒素量の検討（試験２　ほ場試験 )

　土壌 pF 値は，潅水区では 2.0 ～ 2.4 の間で推移し

たが，無潅水区では潅水停止以降徐々に高まり，定植

後 2 か月目以降は土壌 pF 値の測定上限である 2.8 付

近で推移した。潅水区における潅水の頻度は，12 ～

2 月は 2 週間に 1 度，3 月以降は 1 週間に 1 度となり，

土壌 pF 値を 2.4 から 2.0 に下げるために必要な潅水

量はおよそ 8,000 ～ 13,000L・10a ― 1 であった ( 図２)。

　換算した全収量は潅水・局所施肥・施肥窒素量

28kg 区が最も多く 7,993kg・10a ― 1 で，無潅水・慣

行施肥・施肥窒素量 14 ㎏区が最も少なく 4,705 kg・

10a ― 1 であった。潅水区は無潅水区と比較して 20 ～
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30%，局所施肥区は慣行施肥区と比較して 10 ～ 20%

有意に向上した。施肥窒素量の違いによる全収量の

差は認められなかった。各区の換算した調製収量は

3,180 ～ 4,726kg・10a― 1 の範囲で，茨城県の同作型で

露地栽培における目標収量（2,800 ～ 3,200kg・10a― 1）

を上回った。潅水区は無潅水区と比較して 10 ～ 20%，

施肥法について見ると，局所施肥区は慣行施肥区と比

較して 5 ～ 10% 有意に向上した。施肥窒素量の違い

が調製収量に及ぼす影響は認められなかった。

　窒素吸収量は 11.8 ～ 18.2kg・10a ― 1 の範囲で，潅

水区は無潅水区と比較して 20% 程度，局所施肥区は

慣行施肥区と比較して 10% 程度有意に向上した。窒

素吸収量は施肥窒素量の違いによらず同等であった 。

施肥窒素利用率は，潅水および局所施肥を行うことに

より大幅に向上した。また，無潅水区では施肥窒素量

による差は認められなかったが，潅水区においては施

肥窒素量が少ないほど施肥窒素利用率は向上した（表

５)。

　収穫したネギの全長は 89 ～ 103cm，全重は 125 ～

219 g・本― 1，調製重は 85 ～ 122g・本― 1，軟白長は

24.3 ～ 28.1cm，葉鞘径は 13.8 ～ 16.2mm であった。

全長は，潅水区では施肥法による差は認められなかっ

たが，無潅水区における局所施肥区は慣行施肥区より

も有意に向上した。潅水区は無潅水区と比較して，全

重，調製重，軟白長および葉鞘径が有意に向上した。

局所施肥区は慣行施肥区と比較して，全長，全重，調
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製重，軟白長が有意に向上した。また，施肥窒素量の

違いによる形態および外観品質に有意な差は認められ

なかった ( 表６)。

　収穫跡地の土壌表層 (0-20cm) の硝酸態窒素含量は

施肥法によって程度は異なったが，いずれの施肥法に

おいても施肥窒素利用率が高いほど低下する傾向を示

した ( 図３)。

Ⅳ．考　察

　ほ場試験において， いずれの処理区においても露地

栽培における目標収量 (2,800 ～ 3,200kg・10a ― 1) と

同等以上となり，ネギの初夏どりハウス栽培では十分

な収量が得られることが示された。また，窒素吸収量

は無窒素区でも 10kg・10a ― 1 程度と多く ( 表５)，土

壌由来の窒素供給量が多い条件での結果といえる。し

かし，試験前表層土壌の硝酸態窒素含量は必ずしも高

い水準ではなかった（表３）ことから，土壌深層部の

窒素蓄積が影響していることも推察された。

　このような条件下で潅水処理および局所施肥により

窒素利用率は大幅に向上した。中野ら (2005) や渡辺

ら（2005）が，養分の動きは土壌内の水分移動が主

要因であると指摘しているように，本試験では潅水処

理によって土壌中の養分の移動が促進され，養分の吸

収量を増大させたと考えられた。一方，今野ら (1998，

2001) や山本ら (2007) が報告しているように，根近

傍に養分が留まることで効率的な養分供給が可能にな

ったと考えられた。本試験においては，潅水と局所施

肥の併用により効率的な養分供給が可能であったと考

えられる。

　無潅水区における土壌 pF 値は 2.8 程度と，潅水区

と比較してかなり高く推移したものの，植物体にしお

れや枯死等の症状は見られなかった。このことから，
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ネギ自体が乾燥の影響を受けにくい作物であることが

推察された。一方，貝塚ら (2008) は，ネギ栽培時の

土壌 pF 値が 2.0 未満の条件下では湿害が発生しやす

く，減収する可能性があるとしている。試験１では

pF1.8 区で最も生育が優ったが，ポット栽培における

結果であり，排水不良による湿害は発生しにくい栽培

条件である。しかし，実際のほ場においては，貝塚ら

が指摘しているように，地下水位等の条件によっては

湿害が発生する可能性も十分に考えられるため，試験

２における潅水終了点は pF2.0 に設定した。なお，試

験２では湿害の発生は認められなかった。一方，潅水

は開始点と終了点の幅が小さい場合，管理が煩雑とな

る。そこで，試験２では試験１における結果の次点で

ある pF2.4 に設定した。試験２では湿害の発生も認め

られず，潅水頻度は１～２週間に１度となり，本試験

における土壌水分条件は生産現場においても実用的な

管理目標といえた。近年は養液土耕装置や拍動潅水装

置 ( 大原ら，2011) など，緻密な潅水管理を可能にす

る技術が開発されているので，最適な水分条件につい

てはさらに検討が必要である。

　局所施肥区では，施肥窒素量を 50% 削減しても慣

行施肥区以上の収量を得たことから，増収と減肥によ

る低コスト化，一発基肥施用による省力化が見込める。

今後，リン酸やカリ成分の効率的な利用方法について

も検討し，さらなる効率化・低コスト化を進める必要

がある。

　土壌中の硝酸態窒素含量は，慣行施肥区および無潅

水区の跡地において栽培前と比較し収穫跡地で極端に

多かったのに対し，局所施肥区および潅水区では残存

量はその半分程度であり，減肥や潅水により残存する

窒素量を削減できることが明らかとなった。跡地土壌

に残存した窒素はその後，降雨による溶脱を受け地下

水汚染の原因となる ( 小川 .2000) ことから，残存す

る窒素量を少なくすることは環境負荷の低減にも効果

があると考えられた。

　以上のように，パイプハウスを利用したネギの初夏

どり栽培では，潅水処理と局所施肥を組み合わせるこ

とで施肥窒素量の大幅な削減とおよび追肥作業の省略

が可能となった。これらの処理は施肥窒素利用率を大

幅に向上させるため，施肥窒素量は慣行施肥水準の半

量である 14 ㎏・10a-1 とすることが最も効率的であ

ると考えられた。ネギ栽培におけるこのような水分管

理と窒素施肥法は効率的，省力的で環境にやさしい栽

培法として導入が期待される。

Ⅴ．摘　要

　茨城県におけるネギの周年的安定生産を図るため，

初夏どり作型のハウス栽培における土壌水分条件なら

びに効率的な窒素施肥条件ついて検討した。

１．ポット試験および過去の知見から考慮して，ネギ

　栽培における土壌水分管理目標を土壌 pF 値 2.0 ～

　2.4 に設定した。ほ場試験において，このような潅

　水処理および局所施肥法により，増収および品質向

　上が認められ，慣行露地栽培を上回る収量水準を確

　保できた。

２．また，これらの処理により施肥窒素利用率は大幅

　に向上した。施肥窒素量の違いが収量・品質に及ぼ

　す影響は認められず，施肥窒素量が少ないほど施肥

　窒素利用率は高まった。

３．ネギの初夏どりハウス栽培では，潅水処理と局所

　施肥を組み合わせ，施肥窒素量は 14kg・10a-1 と

　することが最も効率的であると考えられた。
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